
WS開催の目的
小山市中央市民会館（文化センター・中央公民館）は、45年が経過し老朽化

が進んでいます。また、耐震改修が未実施であることが課題となっています。
新たな市民会館の整備にあたって、今後の施設のあり方及び施設の方向性
を検討しています。
このワークショップは、新たな市民会館の方針・施設規模等を検討するにあ

たって、市民の皆さんから新たな市民会館に望むことについてご意見をいた
だくことを目的としています。

第４回「市民参加について考えよう！」

小山まちなか劇場！

市民参加の主体性・責任の大きさ

これからの中央市民会館・文化センターを考える市民ワークショップかわら版

開館までの関わり方としては、現施設さよならイベントに出演・参加したい、という意見や、現施設解体～新施設完成までの
動画を制作しオープニングイベントで上映したい、という意見などがありました。市民参加を促す広報・宣伝については、開館
前後に関わらず重要だという意見がどのグループからも挙がりました。いただいたご意見の詳細は裏面の表をご覧ください。

2023年12月開催

各グループで考えた
新施設への関わり方

今回のトピックス
ワークショップにご参加いただいた

皆さんへのプチ感謝状授与式！
ありがとうございました！！

令和５年１２月１６日（土）、第４回「これからの中央市民会館・文化センターを
考える市民ワークショップ」を開催し、総勢27名に参加いただきました。今回
は 「市民参加について考えよう！」をテーマに、これまでのワークショップで
の検討を踏まえ、新しい施設の開館まで、そして開館後、どんな風に参加した
いか話し合っていただきました。
施設への関わり方と一口に言ってもその形は様々です。鑑賞者や出演者と

しての参加にとどまらず、イベント当日の運営のお手伝いをする「サポートス
タッフ」や、イベント企画や広報をする「事業企画・推進役」として関わり、施設
と市民とのつなぎ役となりたい、という熱意のこもったご意見も多数いただ
きました。
全４回のワークショップも今回で最後となりますが、今後の検討段階に応じ

て引き続き、市民の皆さんから直接ご意見を伺う機会を設けてまいりたいと
思います。その際は、またのご参加をお待ちしております。
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鑑賞者・体験者としての
参加

サポートスタッフとしての
参加

出演者・指導者としての
参加

事業の企画・推進役としての
参加

事業パートナーとしての
参加

大

小



ご意見まとめ

参加者の声 お問い合わせ先
公共施設整備課 施設整備係
〒323-8686 
栃木県小山市中央町
1丁目1番1号 6階
電話番号：0285-22-9348

これまでに出た意見が
今後どのようにふくらんでいくのか
楽しみです。

自分の意見が反映されるかも…
そしたら、他の人たちもさそって
利用したい‼と思いました。

グループ

企業連携 PR 事業の企画・推進 鑑賞者・体験者

・市民にとらわれず、企業等も参加する ・JR等とアクセスの良さを活かしたイベント ・料理教室で子ども達が交流できる機会づくり ・古本寄付　　　・ゆっくり読書　　　・交流

・スポンサー募集後どこかに名前一覧を刻む ・建設中に建物探訪動画 ・野外ライブで若者が訪れるように ・地元野菜、特産品、施設の手作り品を扱う店

・ホールの名称簿集 ・動画配信サイトやSNSを活用して外へ情報発信 ・部活動やサークル活動のイベント ・ハンドベル等の楽器倉庫　　　・作業スペース

愛称・ロゴなど ・今後の流れを市民に発信 ・コンサートやオペラの運営、練習 ・広い駐車場確保　　　・おーバスのバス停

・大中小ホールや緞帳のデザイン募集 ・広報誌　・SNSでイベント告知 ・地酒祭と音楽イベントとのコラボ ・フリーピアノ　　　・市民は安価な使用料

・市民が描く壁画 ・小山テレビやおーラジ等で取り上げる ・テーマを決めてフリーマーケット ・ラジオ体操や運動を皆でできるイベント

・マスコットキャラクターの愛称 ・市民として経済人として地域にリンクする活動 ・ホール内外にて市民で第九歌うカウントダウン ・施設見学会や説明会

・子どもたちに市イメージイラストを ・学校に広報配布→学生の声きく ・市民会館や文化センターがテーマのコンテスト ・開館後も施設の課題や要望を話し合えるWS開催

工事現場との連携・記録 ・駅にポスター掲出し新しくなることを知ってもらう ・バックヤードツアー ・子供の遊び場や母親の相談コーナー

・カウントダウンイベント　　　 ・引き続き演奏会参加したい 出演者・指導者 ・イベント情報発信コーナー

・工事中のところに完成時の構想映すパネル設置 ・庁舎ロビーで写真展示やミニ説明会 ・市民文化祭　　　・サークル活動　　　・会議 ・指定管理者のボランティア活動

・開館までのストップモーション映像 ・イベントポスターをデザインしたい ・一般公募でミュージカル ・ボランティア活動（介護、スタッフ、清掃、講師）

・建設開始から完成までの過程を記録して共有 記念品製作 サポートスタッフ ・白鷗大学とリンクして運営

・ノベルティ作品 ・得意なことを講師登録→参加しやすい仕組み ・高校大学生が運営の中心を担うイベント

・現施設のお宝展として備品類の放出 ・サポーター講座で関わってくれる市民を増やす ・季節ごとの飾りづくりボランティア

グループ

具体的なイベント案 市内企業の意見 学んだことをつなげる、行動にうつす 様々な人たちにむけたイベント

・さよならイベントで市民団体による発表 ・さよならイベントとして酒やビールetc.会 ・計画検証見直し　　　・学習機会の充実 ・市内公民館の全顔見せお祝い会でシニアや

・開館記念誌の制作 ・市と企業のつながりづくり ・新施設のバックヤードツアーであり方学ぶ 　親子イベント、展示、交流し施設周知

・不用品を地域の施設や企業で有効活用 ・飲食店等の協賛イベント開催 ボランティア　施設と市民のつなぎ役 ・市内小中学校の全顔見せお祝い大会で

・敷地に白線をひき配置等見れるイベント ・割引だけでなく現施設での舞台の録画放映する ・もぎりなど催事当日ボランティア 　模擬授業や競争・コンクールし施設周知

・分散型の仮想新施設イベント 市民の専門家の意見 ・企画運営ボランティア ・市内福祉施設の全顔見せお祝い大会で

・記念レンガ販売 ・ものづくりスペースの企画、設計 ・障がい者のイベント参加をサポート 　ポスター展示や体験の場をつくり新施設周知

・施設名称、愛称、ロゴ募集 ・市外の類似館の視察 子どもを核に人がつながる、社会の中で学び開く ・用がなくても立ち寄り情報や刺激をもらう

・現場見学会 ・計画策定の為、学習会 ・市内飲食店に市民団体出店で認知度UP ・子どもと一緒に楽しく学べるイベント

小山の歴史・文化センターの歴史 ・市民主体の長期計画づくり ・こどもの職業体験イベントで未来に繋ぐ ・車イスやベビーカーツアー　　　・認知症カフェ

・過去のアーカイブをまちなかや他施設で展示 学んだことをつなげる、行動にうつす ・小山の技術知る　　　・市民ワークショップ継続 ・バックヤード含め使いやすさを考え伝え続ける

・さよならイベントで現施設の歴史振返り ・市外類似施設の視察 ・飲食店等の協賛イベント開催 ・宿として避難所体験

・閉館＆ありがとうの市民委員会で実行準備 ・計画策定のための学習会 　割引だけでなくパブリックビューイングも 企画立案

・歴史ある、古いもの、親しみがある ・市民主体の長期計画づくり ・学生の学びサポートするボランティアとして参加 ・学びたい講座のテーマ案出し

いろんな専門家が活躍できる ・子育て支援イベントの運営サポート

・オープニング劇　　　・商業演劇　　　・オケピ可動 ・市民演劇やミュージカル

・郷土学習で魅力と課題洗い出し ・ものづくりスペースの運営やイベント企画

グループ

記念イベントの開催 企画 サポートスタッフ 鑑賞者・体験者

・新施設に残るようなイベントを市民とつくる ・プレイベント企画 ・会場運営ボランティア登録制度 ・オープニングセレモニーで餅まき

・現施設の解体前さよならイベント ・開館後やりたいイベントをアンケート調査 ・チャンスがあれば今後も関わりたい ・壁に市民映像チームがPJマッピング

・工事前に大きなイベント　　　・寄付者の名前刻印 ・開館後やりたいイベントを皆で考える ・自分にもできるボランティアがあれば手伝いたい ・TV番組　　　・足湯　　　・主催事業多め

・壁床天井に市民が描いた絵を貼る PR ・日本初の多様性モデルとしてスタッフ育成ツアー ・一流アーティスト作品に常に触れる

・文化センターのフォトコンテスト ・文化センターができるためのお仕事紹介授業 サポートスタッフからステップアップ ・スタンプラリーで限定記念品

・動画作成　　　・感謝の言葉を貼る ・小山TVや広報誌で意見聞く ・運営実行委員会　　　・学園祭等イベントスタッフ ・講座やワークショップに参加したい

昔のイベントを振り返る ・開館までのカウントダウンをSNSで 広報宣伝 ・ふらっと立ち寄れてひとと触れ合う

・成人式アゲイン　　　・今はないお祭り復活 ・完成までの過程を報告しワクワク待ちたい ・オフィシャルサイトやSNSによる情報発信 諸室・機能、使い勝手

・あの頃を振り返るトークイベント 愛称・ロゴなど ・事業の宣伝を今まで以上に行う ・同じ目的のイベントは開催時期を離す

出演 ・新施設の名称公募 ・異文化交流スペース設置しイベント情報 ・市内企業が利用しやすい条件

・解体～完成までの映像作成し開館後上映 ・新施設のマスコットキャラクター考案 事業の企画・推進 ・ホールや諸室配置がわかるようにする

・出演と制作は小山関係者 ・どこにもないコンテスト、ショー（ショーモデル） ・写真絵等個展開催できる部屋

・小山のBGM作成（音は子供～大人）し開館後流す ・昔やっていたお祭りリバイバル ・利用目的の部屋　　　・飲食できる部屋

・地域間交流まち自慢イベント ・誰一人取り残さない、バリアの無い会場を小山から

グループ

PRチームをつくり小山のコンテンツや産業を発信 つくる過程でのイベント 引き続きやってほしいこと オープニングイベント

・新ホールイメージをPJマッピング ・新会館ができるまでのドキュメントドラマ作成 ・友の会存続　　　・友の会宣伝 ・有名人呼んでイベント開催

・市出身YUKIARAIさん ・どんどん建物ができあがる様子を記録 定期イベント ・ハンドベルこけら落とし　　　・ストリートピアノ

・新ホールのアニメーションを駅など市内で放映 ・連続講座で市民の文化への造詣UP ・小山文化学ぶ定期講座 ・新旧ホールで同時にイベント

・YouTubeチャンネル開設　　　・PRタイムス発信 工事現場との連携・記録 ・定期的な伝統工芸展 再利用アート

・SNSで発信し開館まで機運高める ・借り囲いに絵を描く　　　・現場見学＆写真撮影 ・出演者のネットワークつくり ・大ホール石壁を新施設に再利用

・学生含むPRマーケティングチーム結成 ・現場見学会を区切りのよいタイミングで開催 ・定期イベント企画（映画、コンサート、落語、講座） ・現施設の材料活用アート　　　・端材かけらアート

　手袋チームメンバーのご経験者に講師を依頼 ・壁の石掘り出すイベント 市民参加の運営、スタッフ PR拠点

・施設のPR兼小山市のPR 記念品 ・市民運営ブース　例：まちかど美術館 ・小山市、県のプロモーション拠点

・市内～県内まで学生企画の情報誌、フリーペーパー ・現施設の備品オークション ・小学校高学年から参加できるサポートスタッフ ・市、企業、学生と連携

・県外へ定期的なメディアアプローチ ・壊れた後のホール一部を何かのアートに利用 ・伝統工芸の常設展示＆ワークショップ ・情報発信基地にする小さい拠点

つくる、発信 現施設でイベント 小山がわかる場所にしたい ・今日のメンバーでこれからも関わっていきたい

・新施設のイメージソング作曲 ・これまでの入選作品の市民絵画展 ・ガラスに思川桜PJマッピング ・世代間繋ぐイベント

・オープニングイベントでお披露目 ・さよならイベント　　　・音漏れコンサート ・ガラスに小山の歴史PJマッピング

・新ホールのキャラクターつくり ・市民からも新施設でやりたいことを募集 ・PJマッピングの映像は市民参加で

・情報誌での工程ごとの配信　　　・愛称募集 ・現施設にアートペイント　・解体前落書きイベント ・思川桜でまわりを囲む　　　・文化のまち小山

・これまで行ったイベントを復活させる ・現施設に新施設のアイデア書くスペース ・市民企画制作の歴史映像展示をシーズンごとに

どんな風に参加したい？
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強い意見だけでなく小さい声、声を上げられない人の声もきく。面白い意見は市民からも・・・
→市民が館長なのでは！？

開館まで 開館後

開館まで 開館後
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